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インフルエンザウィルスはノイラミニダーゼという酵素を使って感染した細胞から遊離し体内で増
殖していきます。抗インフルエンザ薬はノイラミニダーゼの作用を阻害することで、A型、B型インフ
ルエンザウィルスの増殖を阻止します。
現在使用できる抗インフルエンザ薬は内服薬1種類、吸入薬2種類、点滴薬1種類の合計4種類で
す。いずれも、発症から48時間以内に薬を開始しなければ十分な効果は期待できません。
発熱や頭痛などの症状が現れたら早めに医療機関を受診してください。
2018年よりRNAポリメラーゼ阻害剤としてゾフルーザが登場しました。
この薬は錠剤を1回飲むだけでウィルスの増殖を抑えることが特徴です。

＜新薬＞ゾフルーザ（錠剤）
1日1回、単回内服
成人（12歳以上）：20mg 2錠
  （80kg以上）   ：20mg 4錠

子供（12歳未満）
（10-20kg）　：10mg 1錠
（20-40㎏）　：20mg 1錠
（40kg以上）　：20mg 2錠



3600

3200

小児・未成年者がインフルエンザに罹患したとき、抗インフルエンザ薬の服用の有無にかかわら
ず、急に走り出す、部屋から走り出そうとする、徘徊するなどの異常行動が見られることがありま
す。治療開始後2日間は子供を一人にしないなど配慮が必要となります。

● 小児・未成年者インフルエンザの異常行動について





インフルエンザワクチンが2015／2016シーズンより３価から４価になります。

2014／2015シーズンまでのインフルエンザワクチンはインフルエンザA型２価（H1N1、H3N2）＋B型１価（山形

系統、ビクトリア系統のどちらか）の３価ワクチンでしたが、2015年度よりA型２価（H1N1、H3N2）＋B型２価（山形

系統、ビクトリア系統の両方）の４価ワクチンとなります。

近年、インフルエンザの流行はA（H1N1）、A（H3N2）に加えB（山形系統）、B（ビクトリア系統）の混合流行が続いて

おります。そのため米国を含め世界的にワクチンは３価から４価へと移行してきています。我が国でも2015年３月

30日より４価ワクチンの製造が可能となり、これにより2015／2016シーズンからインフルエンザワクチンは４価が

標準となりました。

一昨年（2014／2015シーズン）のインフルエンザの流行状況について

インフルエンザワクチンが３価から４価になった理由

1 )  流行の開始時期は11月下旬で、過去３シーズンとくらべ２週間程度早い立ち上がりでした。

2 )  流行のピークは１月中旬から下旬で、患者数は例年並みでした。

3 )  インフルエンザ亜型について：

AH3が91％と主流でした。2015年２月以後はB型（山形系７％、ビクトリア系統0.5%）の割合が増加しました。

4 ) 薬剤耐性株について：

AH3で1例のみ、タミフル、ラピアクタ耐性を有するウィルスが検出されました。



昨シーズン（２０１５/１６）のインフルエンザについて

1) 流行開始時期は１月上旬で、平年より２週間程度遅い立ち上がりでした。

2) 流行のピークは２月上旬から中旬で、これも平年と比べやや遅かったです。

3) 累積受診者数は過去２シーズンより多く、特に１４歳以下の割合が多かったです。

4) インフルエンザウィルス亜型別の流行の分析：

昨シーズンは２シーズンぶりにA（H1N1）型が流行初期から増加しそのまま主流となった。流行の中盤

（１月中旬あたり）からB（ビクトリア系統）型が増加し、中盤から終盤（２月下旬以後）にかけては

A（H1N1）型は減少しB（ビクトリア系統）型が主流となりました。

5) 薬剤耐性について：タミフル・ラピアクタに対する耐性ウィルス株が１．９％検出されたが、地域への

拡がりは認められませんした。

２０１６/１７のインフルエンザワクチンは昨年と同じく４価となりました。

A型（X-179A）（H1N1）

A型（X-263）（H3N2）

B型（山形系統）

B型（ビクトリア系統）

本年のインフルエンザワクチンについて

⑧⑧




